
雪印メグミルク㈱酪農総合研究所 顧問 山下 太郎 主任 笠原 伸樹

ニュージーランド訪問記
－酪農と畜産、そして生活点描（前編：南島にて）－

はしがき

１０月１９日～２５日、ニュージーランド（NZ）への

「海外酪農研修」へ、私たちも参加しました。

「牧草と園芸」誌より、その概況をご紹介したい

とのお申し出をいただき、拙稿をかえりみず報告さ

せていただきます。

主催は日本酪農青年研究連盟、本年は「第３３回海

外酪農研修」、NZ単独としては今回が初めて、全国

から１２名の老若男女が参加しました。

南半球の地は、まさに初夏を迎える季節、放牧

（草地）をベースとした酪農・畜産� そして乳業

� 濃度の高い研修を楽しむことができました。

豊かな自然のもと、『家族と友人を大切にし、仕

事を楽しむ』それをライフスタイルとするニュー

ジーランド人� 私たちは４グループに分れ、

ファーム（ホーム）ステイも経験することができま

した。

また、至るところで、ガーデニングに趣向を凝ら

し、生活をエンジョイされる様子も垣間みることが

できました。それらも含め２回に分けてお伝えする

こととします。

NZ２０日�：【南島：クライストチャーチＡＰ到着】

私たちは成田発の直行便にて、南島のクライスト

チャーチ空港に到着しました。NZは世界で最も日

の出の早い国といわれ、日本との時差は３時間、現

在はサマータイムが導入され、日本より、４時間進

んでいることになります。

早速、クライストチャーチ市内のスーパーマー

ケット（PAK'N SAVE）にて、牛乳や乳製品の

チェック、価格は国際相場と連動し、最近は高めに

推移しているとのこと、種類の多さ、売り場面積の

広さにまず驚きました。

牛乳の包装はリサイクルするためプラスティック

ボトルが使用され、乳成分は脂肪が３．３％に調整さ

れ、価格は２リットルで２．９９NZドル（約１０２円／

リットル）と表示されていました。この価格には

１２．５％の消費税が含まれ、税抜き価格では日本の約

半値ということになります。

午後はカントリーワーク� エイボン川沿いのレ

ストランにてブッフェランチ、お年寄りご夫婦が

ゆったり食事を楽しんでおられる様子は、とてもほ

ほえましいものでした。

ニュージーランド地形地図 スーパーマーケットにおける牛乳製品売り場

牧草と園芸 第５８巻第１号（２０１０年）
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NZ２０日�：【シングルツリーファーム】
（南島アッシュバートン地区）訪問

�農場の概要
・経営形態：放牧酪農、５０％シェアミルカー

・搾乳牛頭数：１，６００頭（ホルスタイン・フリー

ジャン、ジャージー、ホルスタインとジャージー

のクロスブリード）

・主要設備：８０頭搾乳ロータリーパーラー２基、待

機場１，０００頭、草地灌漑施設

・農地規模：４８５ha

・労働力：経営主＋１０人の労働力

・気候関連：日本の稚内と同緯度。年間降水量４００

～６００ミリ

�搾乳関連
・パーラーでの搾乳は３人の従業員＋牛追い担当１

人で実施。午前は４：３０～９：００、午後は１３：３０

～１７：３０。おおむね１人当たりの労働時間が１０時

間程度になるよう調整。

・視察当時の乳量は最盛期であり、約２８�／日。１
頭当たり４，０００～５，０００�、乳脂肪率４．２％、乳蛋
白率３．７％。乳質については、体細胞４０万個／�
でペナルティ。

・平均産次は７産と長く、乳量を求めず、乳牛にス

トレスを与えていないことがその要因。

・雄子牛については、ホルスタインは肥育農家へ売

却、ジャージーとクロスブリードは１０日肥育後、

食肉として売却。

・乳固形分取引であり、手取り乳価はおよそ６１㌣／

㍑（約４３円）。一方、生産費は約３０㌣／㍑、約５０

％の利益率。

�繁殖関連
・完全季節繁殖であり、１０週間で分娩を全頭終了さ

せている。３００日搾乳を実現。また、乾乳牛は６

／１～８／１は、他の牧場に預託し、ケール、ビ

－トなども給与している。

・およそ６０～７０頭／日の発情があり、搾乳時にしっ

かり見極め人工授精を実施。また、尻尾の付け根

にカラーリングすることで、人工授精対象牛の分

類を行なっている。

・改良の考え方としては、ホルスタインとジャー

ジーの双方の長所を持ったクロスブリードを追

及。

・受胎率は約６０％であり、１０／２４以降の不受胎牛は

自然交配による種付けを実施。

�飼料給与、草地関連
・放牧主体であり、草地はペレニアルライグラスと

シロクローバが主体（ライグラス約８０％、シロク

ローバ約２０％）、チコリーを加えることもある。

シロクローバはワイルドタイプとコモンタイプが

半々。ライグラスにはエンドファイトが接種され

ている。

ライグラス主体草地、この区画はサイレージに調製される

ロータリーパーラーでの搾乳とカラーリング 地形が平坦で牧草地への灌漑が発達している
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・冬期の３カ月間はデントコーンサイレージとナタ

ネ油粕を給与（直接放牧地にバラ撒く）。配合飼

料の給与はゼロ。

・牧草地は３８区画あり、１区画１２．５ha、１，６００頭を

約５００頭の３群に分けて放牧を実施。

・カンタベリー地域は灌漑農業が発達しており、こ

ちらも、ロトレインナーおよびピボットスプリン

クラーにて散水されている。伸びすぎた草地は、

ラップサイレージに調製し、冬場に備える。

NZ２０日�：【農業者連盟ミッドカンタベリー支部】訪問

農業者連盟（FEDERATED FARMAERS）は全

国的な組織であり、その地域オフイスを訪問した。

代表者、酪農担当、耕種担当の３名の方々より、

概況説明をいただいた。

�地域の酪農概況
・ミッドカンタベリー地区は、従来、牧羊の方が多

かったが、１９７３年～７４年にイギリスがECに加入

したこと、化学繊維が発達したことにより、羊毛

が輸出不振に陥り、加えて羊肉も不振となった。

・この地区は牧草にとっては好適な気温であり、降

水量の少なさも灌漑により克服することができ

た。

・２，００１年のフォンテラ設立にも後押しされ、牧羊

から酪農への転換が進んできている。

�農業者連盟の概要
・農業者をサポートとする政府公認の組織であり、

政策の決定と会員へのサービスが中心。

・アドバイスは、一般事項、経済的事項、健康と安

全に関する事項、羊、肉牛、酪農中心、耕種農

業、山岳、畜種混合、養蜂、鹿、など産業別の情

報提供も行なっている。

・政府の意思で設立された組織であるが、政府から

の資金援助はなく、会員資格（会費）とボラン

ティアで成り立っている。会員は大きな農家の８０

％前後とのこと。

・運営としては、本部と１２地域支部からなり、�
コールセンター�アドバイザー（法律的な問題）
�トレーナーなどの役割を分担し、電話での相談
はコールセンターに集中させている。

・カンタベリー地区は降水量が少なく、種子生産地

帯ともなっている。牧草では、ライグラスが７０

％、シロクローバなどが続き、アメリカ、オース

トラリアへ輸出している。

NZ２１日：【マウントクック往復】

・朝、早めにクライストチャーチ市内のホテルを出

発、途中、昨日訪問した、アッシュバートンを通

過、その後、ジェラルディンにて休憩した。

・やがて、３，０００㍍級の「南半球のアルプス」と称

される山々に接近し、車窓より、遠くには、まだ

沢山の冠雪をいただく山々を望み、近間には、若

冠雪をいただくアルプスと放牧草地

農業者連盟の地域オフィスにて記念撮影 テカポ湖畔にて、桜が咲いていた
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草を食む、数えることの出来ない羊群や肉用牛が

現れ、これこそ、まさにNZの放牧畜産だと目を

見はりました。

・テカポ湖畔にて、昼食そして散策�教会や牧羊犬
の碑などがあり、「星空観測」にも適した地との

説明を受けた。（湖の真正面がマウントクック�）
・テカポ湖畔を後にし、プカキ湖、そしてマウント

クックへとバスが走る。荒漠草地が拡がり、昔、

訪れた、中国新彊ウイグル自治区のウルムチから

天山（天池）への草原と重なってくる。

・マタゴウリ（ブッシュ状）やタゾック（ヒース

状）の植生が拡がり、放牧の羊群や肉用牛を目に

することもでき、荒蕪地で生きるたくましさを感

じた。

・マウントクックに到着したが、あいにくの曇天、

それでも、雪をいただく手前の厳しい山々、そし

て氷河の雰囲気を遠望することができた。

・マウントクックを後にし、バスは、来た道をクラ

イストチャーチへ向って引き返した。片道３５０

�、往復すべて、一人の運転手さんが頑張ってく

れた。

NZ２１～２２日：【ガーデニングシティー】点描

・クライストチャーチ市は「ガーデニングシ

ティー」と称され、市内には大きな公園があり、

エイボン川沿いの静かな邸宅・庭園など、多くの

見どころがあった。

・ホテルで２泊したが、早朝、その周辺を散策し

た。中心部に向って、邸宅が続き、離れると、極

く普通の住宅が拡がり、いずれも、味のあるお庭

を拝見することができた。

・外国へ行って、その国の方々の生活のありように

触れることは、とても興味深いこと�メンバーの
１／２は、想い思いに早朝散策されていた。中で

も「南十字星」組みは、夜遅く、そして、朝４時

頃からと、精力的に行動されていた。

NZ２２日：【南島→北島オークランドAP】

・クライストチャーチのシンボル、大聖堂（カテド

ラル）、エイボン川沿いの邸宅（モナ・ベイルな

マウントクックに近づくと荒漠草地が拡がる 八重桜と藤の花が見ごとであった

マウントクックの手前の山々 生垣と芝生中心のお庭
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ど）を散策、その後、北島への移動のため空港に

向う�昼食をはさむ１時間半のフライト、メン
バーは思い思いの昼食を買い込み、オークランド

へ向け、機上の人となる。

・機上からの「クライストチャーチ＆カンタベリー

平野」の光景�【高くそして巾のある生垣】�
それが、風よけ、日よけ、そして、動物・小鳥

を守っている。雪がふっても、NZでは牛舎も羊

舎もない。

・滑走路周辺の緑地にも羊が放たれており、さすが

ニュージーランドと感心した。

（後編は、北島の概況をお届けします）

平成２１年度 「酪総研シンポジウム」

【国内外における企業、団体等の再編動向とその対応について】

…変貌する市場環境において酪農乳業はどう対応していくか�…
� 酪総研所長 ご挨拶
「雪印メグミルク㈱経営統合の概要と今後の酪総研事業について」

酪農総合研究所 所長 内藤 博

� 第１部基調講演
「食品産業における業界再編の動向とその方向性について」

東京大学大学院 経済学研究科 准教授 矢坂 雅充

� 第２部話題提供
①「ＪＡ道東あさひの設立と展望について」

道東あさひ農業協同組合 代表理事組合長 原井 松純

②「酪農経営形態の変化について」
北海道立十勝農業試験場 生産研究部 主任研究員 原 仁

� 総合討議

※ 参加無料、定員２００名
※ 希望者は、必ずＦＡＸにてお申込みください。（所属・お名前）
ＦＡＸ：０１１－７０４－２４１７
※ 定員になり次第、締め切らせていただきます。

雪印メグミルク㈱酪農総合研究所 ＴＥＬ０１１（７０４）２１３１

エイボン川沿の邸宅

【高くそして巾のある生垣】�

と き：平成２２年１月２８日（木）１３：００～１７：００
ところ：第二水産ビル８階大会議室（札幌市中央区北３条西７丁目）
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